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③ 
民主主義に徹し生活を合開化して近代的な町にいたし主 L t う 。 (町民怒:î~ より)

八束小中学校公民館で入学式 4
春が訪れた 7H、町r'、I的小中学

校でいっせいに 入~~{式が行 hれま

した。校イウのない八!{!小，l'では、

狭い部洛公民主"で 6人の1)，.，;:: 11:と

も

12人的中学生が全児童に拍子で迎

えられ、校長先生か句「元気で勉

強 して ください」と新 Lい教干h1r.

を午、雌され緊 ~J} ぎみの一日で L た。

人、
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一『ー『・・・・圃圃r-

八V
豆
十
年
度
書
会
計
予
算

一
般
会
訓
十
凶
億
三
千
六
百
九
十
万

九
千
円
、
特
別
会
計
六
句
1
4

千
八
百
十

万
九
午
円
で
総
額
二
十
億
九
千
二
百
九

十
二
万
六
千
円
に
な
り
、
前
年
度
と
比

べ
一
般
会
計
で
二
九
四
%
、
特
別
会

計
で

一
九
・

一
%
の
附
で
す
.(
涼
し
い

内
在
は
三
、
六
、
七
ペ
ー
ジ
に
記
載
)

O
四
十
九
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

政
入
即
時
出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
三
百
八
4

三
万
四
千
円
が
追
加
さ
れ
、
千
円
計
総
制

は
十
三
億
九
千
三
十
三
万
七
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
主
も
の
は
、
駅
前
宅
地

附
入
刊
に
五
“
二
十
五
万
円
斤
閉
山
川

品
附
入
山
口
に
三
行
四
十
五
万
円
、
土
地

計
は
十
四
億
三
千
万
円

五
十
年
度
予
算
決
ま
る

第

一
回
定
例
町
議
会
は
三
月
十
三
日
か
ら
十
九
日
ま
で
聞
か

れ
、
新
年
度
各
会
計
予
算
、
凶
十
九
年
度
各
会
計
補
正
予
骨
折
、

公
JH住
宅
押
H
理
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
議
案
二
十
七
.件
を
審
議

し
い
ず
札
む
似
築
ど
お
り
可
決
し
ま
し
十
、

こ
の
談
会
で
決
ま
っ

た
お
も
な
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

開
発
基
金
繰
出
金
に
二
百
六

十
三
万
二
千
円
、
財
政
訓
格

基
金
制
立
金
に
二
千
四
百
七

十
六
万

一
千
円
、
八
束
校
建

設
基
金
的
立
金
に
五
千
百
十

九
万
円
、
知
事
道
議
選
挙
資
に
七
十
万

円
、
特
別
持
必
老
人
ホ

l
ム
州
凶
準
備

宅
交
付
金
九
十
万

一
千
円
、
光
円
単
位

設
山
口
償
還
金
補
助
に
七
十
万
円
、
主
皮

心
身
障
害
者
医
療
扶
助
に
八
十
四
万
内
、

児
窓
臨
療
明
日
に
九
十
万
五
千
円
、
除
包

機
械
情
上
料
に
二
百
三
十
万
円
、
給
食

物
資
巡
搬
車
購
入
費
に
二
百
三
十
二
万

五
千
円
、
体
育
器
具
購
入
賞
に
七
十
五

万
円
、
幼
維
図
事
務
用
机
外
購
入
朝
日
に

丙
七
万
四
千
問
‘
今
中
外
三
校
、
汗
少

年
会
館
自
動
火
災
報
知
機
設
備
工
市中に

凶
百
六
十
三
万
七
千
円
な
ど
と
主
っ
て

い
ま
す
。

成
入
で
は
諸
収
入
五

T
四
百
八
十
万

六
千
同
.
町
鋭
三
千
六
百
六
十
一
万

一

一
般
会
計
の
繰
入
で
維
持

国
保
税
は
四
三
%
の
伸
び

。
国
民
健
康
保
険
会
計
事
喋
勘
定

(二

億
九
千
九
百
十
六
万
三
千
円
)

総
予
幻
は
前
年
度
に
比
べ
二
三

・
三

%
増
T
、
一
億
八
千
二
十
三
万
円
の
国

庫
支
出
金
と
一
億
五
百
五
十
九
万
三
千

円
の
国
民
健
康
保
険
税
が
お
も
な
財
源

で
す
。
各
秘
町
医
療
費
無
料
化
、
受
診
増、

医
療
費
の
改
定
、
と
く
に
高
額
療
養
費

支
給
制
皮
肉
普
及
に
よ
る
公
資
負
担
的

地
な
ど
か
ら
医
療
費
は
大
幅
に
伸
び
て

般

質

問

こ
の
説
会
で
町
政
に
対
し
て
五
議
良

か
ら

一
般
質
問
が
あ
り
、
町
長
が
回
答

し
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
V
消
防
体
制
の
な
か
で
水
漏
れ
の
な
い

消
火
用
ホ
l
ス
や
家
屋
破
壊
用
の
機
材

の
聾
備
点
検
を
H
消
火
器
具
は
十
分
に

整
備
点
検
し
、
技
術
的
を
操
作
も
習
得

し
消
火
円
万
全
を
期
し
た
い
。
ハ
ン
ゴ

車
や
貯
水
池
向
改
良
も
明
年
度
に
配
慮

し
て
い
き
た
い
。

〈
〉
町
民
の
生
命
財
産
を
保
護
す
る
消
防

早
田
町
は
、
よ
り
実
践
的
訓
練
が
必
要
だ

H
年
数
固
め
訓
練
は
実
泊
し
て
い
る
が

一
般
会
計
か
ら
前
年
度
の
二
倍

に
当
る

一「
三
百
五
万
円
を
繰
り
入
れ

る
な
と
し
長
保
険
者
向
負
担
を
偉
力

軽
く
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

保
険
税
は
前
年
度
当
初
に
比
べ
四
一
千

九
%
の
大
幅
増
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ

れ
は
、

一
世
帯
平
均
七
万
八
千
百
八
+

六
円、

一
人
平
均
二
万
百
三
十
円
に
な

り
ま
す
が
、
固
か
ら
の
臨
時
交
付
金
が

決
あ
る
六
月
に
は
、
蒼
干
負
担
が
減

っ

て
税
率
が
確
定
し
ま
す
。

お
り

模
擬
消
火
訓
練
な
ど
も
時
折
実
施
す
る
。

本
年
度
は
タ
ン
ク
車
を
購
入
し
初
期
消

火
に
努
め
る
。
南
栄
町
に
井
戸
式
消
火

柱
を

一
基
殻
遺
す
る
。

。
町
内
の
重
度
身
心
障
害
者
の
た
め
に

年
金
制
度
を
創
設
し
経
済
的
鍾
助
を
す

る
考
え
は
H
町
費
上
世
き
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

自
主
財
源
の
大
半
は
福
相
関
係
に
投
入

し
て
い
る
現
在
容
易
で
な
川
町
で
‘
今

後
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

。
英
利
調
ベ
タ
ム
建
設
に
伴
う
住
民
対
策

は
H
地
域
住
民
的
深
い
理
解
を
得
て
事

前
に
住
宅
団
地
、
生
産
団
地
を
設
定
、

整
備
し
、
当
面
補
償
費
な
ど
に
よ
り
住

民
が
安
住
で
き
る
よ
う
真
向
か
ら
取
り

組
み
住
民
と

一
体
に
な
っ
て
進
め
た
い
。

， 

千
円
、
地
方
交
付
税

一
干
五
百
八
十
四

万
九
千
円
、
財
政
収
入
四
白
二
十
凶
芳

一
T
円
、
町
山
山
三
円
万
円
、
岡
市
文
山

金
百
四
十
万
五
千
円
主
と
が
見
込
ま
れ

今
金
町
奨
学
資
金
の

貸
付
額
を
ア
ッ
プ

〈
〉
公
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正

公
悩
住
宅
の
入
出
条
刊
の
つ
も
、
基

準
収
入
が
筋

一
一州
三
万
六
千
円
か
ら
六

万
五
千
円
以
下
に
、
第
二
股
三
万
六
千

円
以
下
に
限
利
さ
れ
、
収
入
超
過
基
準
、

明
波
基
準
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
今
金
町
特
別
会
計
条
例
の

一
部
改
正

今
金
、
航
川
、
花
石
町
三
簡
易
木
泣

事
業
特
別
会
計
を

一
本
に
し
、
今
金
町

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
と
す
る
。

〈
〉
今
金
町
社
会
福
祉
法
人
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
制
定

相
会
制
制
法
人
光
町
虫、

MU
舟
闘
が

歳
出
で
は
、
療
養
、
高
額
療
養
、
助

産
、
葬
祭
な
ど
の
保
険
給
付
費
に
二
億

七
千
二
百
十
三
万
六
千
同
、
保
健
婦
活

動
の
費
用
に
八
百
七
十
八
万
七
千
問、

納
税
組
合
奨
励
費
に
百
五
十

一
万
二
千

円、

予
備
費
に
七
百
八
十
五
万
三
千
円

な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
勘
定

(三

位一
一千
四
百
十
五
万
四
千
同
)

収
益
的
収
入
は
、
入
院
、
外
来
な
ど

病
院
事
業
収
入
が
三
億
二
千
五
百
二
十

三
方

一
千
同
と
前
年
度
当
初
に
比
べ
て

二
五

・
一
%
増
、

資
本
的
収
入
は
園
、

道
賀
補
助
金
百
三
十
万
五
千
円
、
企
業

債
百
万
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

収
説
的
支
出
で
は
、
人
件
費
や
業
品
、

八
〉
英
利
河
か
ら
高
原
牧
場
ま
で
の
一
連

し
た
観
光
産
業
振
興
計
画
を
立
案
す
る

考
え
は
、
ま
た
将
来
も
う
一
方
所
の
湿

票
l
リ
ン
グ
は
ど
う
か
H
基
本
欄
恕

は
作
成
し
て
あ
る
。
英
利
河
F
ム
円
建

設
、
自
然
休
養
林
の
指
定
に
よ
り
将
来

本
町
内
リ
ク
レ
ー

ン
ヲ
ン
基
地
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。
温
泉
開
発
な
ど
も

締
官
な
捌
査
を
し
観
光
協
会
、
商
工
会

民
凶
団
体
と
協
議
し
て
進
め
た
い
。

〈
〉
出
産
貨
の
負
担
を
軽
減
す
る
措
置
は

H
国
に
お
い
て
も
現
行
二
万
円
か
ら
四

万
円
に
地
級
す
る
立
向
主
的
で
‘
町
は

七
月
か
ら
実
純
レ
た
い
。

。
母
子
家
庭
の
児
童
に
対
し
て
は
入
院

貨
の
助
成
が
あ
る
が
、
将
来
は
親
子
と

も
医
療
費
の
無
料
化
が
国
の
施
策
と
と

宇
デ
し
わ
~。

。
四
十
九
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

同
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
持
必
給

付
費
な
ど
九
百
二
十
八
万
三
千
円
が
減

額
さ
れ
総
額
一
一
億
四
千
百
六
十
二
万
九

千
円
に
、
国
保
全
対
焔
設
勘
定
で
は
医

業
紙
切
な
ど
百
凶
十
八
万
二
千
円
が
追

加
さ
れ
総
額
三
億
三
千
九
百
十
八
万
九

千
円
に
、
今
金
簡
易
水
道
会
計
で
は

給
水
工
事
費
な
ど
六
十
万

一
千
円
が
迫

加
さ
れ
総
相
二
千
凶
百
十
五
万
四
千
円

に
‘
鶴
川
簡
易
水
道
会
計
で
は
、
職
只

給
な
ど
二
十
八
万
一
千
円
が
減
制
さ
れ

総
額
二
百
五
十
八
万
四
千
円
に
、

花
石

簡
易
水
道
会
計
で
は
職
只
給
な
ど
三
十

一
万
九
千
円
が
減
狐
さ
れ
総
矧
一
百
四

十
万
二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
繋
仙
の
た
め
社
会
抗
祉
事
業
振
興

会
よ
り
的
リ
入
れ
た
資
金
の
元
利
金
的

償
還
に
製
す
る
経
伐
の
範
間
内
で
助
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

〈
〉
廃
棄
物
の
処
理
、

清
掃
条
例
の
制
定

一
般
的
消
的
保
持
に
加
え
て
、

一
般

向
来
物
的
処
理
は
町
長
に
、
産
業
廃
球

物
の
処
刑
叫
は
‘
そ
の
排
出
者
で
あ
る
事

業
者
が
処
理
す
る
こ
と
な
ど
を
義
務
づ

け
た
も
の
で
す
。

〈
〉
今
金
町
交
通
安
全
指
導
員
の
設
置
及

び
報
酬
額
の
支
給
条
例
の
制
定

町
の
非
北
勤
職
只
と
し
て
の
身
分
を

確
立
し
た
交
通
安
全
指
導
員
を
設
置
し

日
航
報
酬
、
山
口
用
弁
償
を
支
給
す
る
。

。
今
金
町
奨
学
資
金
貸
付
基
金
条
例
の

P 

給
食
材
料
費
な
ど
の
医
療
費
用
に
三
億

二
千
四
百
十
三
万
九
千
円
.
期
間
外
費

用
に
七
十
二
万
四
千
四
が
計
上
さ
れ
、

ま
た
、
資
本
的
支
出
と
し
て
医
療
用
術

品
購
入
賞
、

企
業
償
償
還
金
な
ど
に
九

百
二
十
九
万

一
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た。

予
算
の
四
八
%
を

占
め
る
繰
入
金

〈V
簡
易
水
道
会
計
事
喋

(二
千
二
百
七

十
万
円
)

従
前
二
会
計
を
編
成
し
て
い
ま
し
た

簡
易
水
迅
事
業
は
、
道
の
指
導
も
あ
り

本
年
度
よ
り
一
本
化
さ
れ
、
料
金
、
施

設
、
そ
の
他
そ
れ
ぞ
れ
明
硲
に
配
崎
し

も
に
進
む
べ
き
だ
が
H
財
政
面
と
も
検

討
し
て
、
そ
の
方
向
に
進
め
た
い
。

。
生
活
保
護
世
帯
の
年
末
見
舞
金
の
増

額
は
H
昨
年
と
同
傾
向

一
戸
五
千
円
を

当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

八
〉
一
環
し
た
福
祉
行
政
を
推
進
す
る
た

め
身
障
者
授
産
施
設
の
誘
致
を
H
企
業

誘
致
、
過
疎
対
策
か
ら
も
明
年
度
に
は

具
体
化
し
た
い
。

。
医
師
対
策
は
H
自
町
で
袈
成
す
る
こ

と
も
必
裂
で
あ
り
、
特
別
の
医
療
業
務

者
向
奨
学
資
金
制
度
も
検
討
し
た
い
。

〈
〉
都
市
計
画
事
襲
、
町
通
整
備
の
見
通

し
は
H
悶
代
備
は
五
十

一
年
度
、

中
央

線
は
五
十
二
年
度
に
完
成
す
る
。
国
代

線
は
五
十
二一
年
度
着
工
、
南
線
、
南
栄

町
線
な
ど
順
次
繋
仰
す
る
。

一
部
改
正

四
月

一
日
か
ら
奨
学
資
金
の
貸
付
似

を
同
校
五
千
円
大
学

一
万
円
、
大
学

院
一
万
二
千
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

〈〉
今
金
町
酪
農
研
修
セ
ン
タ
ー
設
置
及

ぴ
管
理
仁
関
す
る
条
例
の
制
定

日
進
郡
内同
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
世
に

伴
っ
て
、
そ
の
管
理
と
辺
用
を
図
る
た

め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

。
簡
易
水
道
事
喋
基
金
条
例
の
制
定

簡
易
水
辺
町
務
倒
お
よ
び
経
首
に
裂

す
る
資
金
に
あ
て
る
た
め
一
千
万
問
を

股
立
す
る
も
の
で
す
。

〈〉八
束
校
建
設
基
金
条
例
の
制
定

八
束
校
内
独
政
資
金
に
あ
て
る
た
め

五
千
円
十
九
万
円
を
山
開
立
す
る
も
の
で

す
。
。
総
務
委
員
会
審
査
報
告

今
金
地
方
食
品
協
会
今
金
支
部
助
成

に
つ
い
て
の
陳
情
は
、
食
品
術
生
恋
恕

凶
叩

H
A
円
た
め
に
も
事
業
内
容
を
検
討
の

う
え
、

財
政
の
許
す
範
囲
に
お
い
て
措

置
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
そ
の
主
旨
が

採
択
さ
れ
ま
L
Pも

。
陳
情
八
束
中
学
校
存
置
並
び
に
校
舎
再
往

に
つ
い
て
の
陳
情
は
、
特
別
蚕
只
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

o
m願
、
要
望
意
見
書

「五
十
年
度
加
工
原
料
乳
保
証
価
絡

等
苗
産
物
価
柏
町
引
き
上
げ
」
の
制
願

と
そ
れ
ら
に
対
す
る
価
格
的
適
正
化
に

つ
い
て
何
事
虫
意
見
叫
が
議
決
さ
れ
ま

し
f

、

(2 ) 

~ι 

て
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
‘
水
道
使
用
料
プ
ナ
七
十

八
万

一
千
向
、
簡
易
水
心
事
業
似
百
万

円
が
お
も
な
財
源
で
、
不
足
す
る
財
源

は
一
般
会
計
か
ら

一
千
八
十
三
万
一
千

円
円
繰
り
入
れ
に
よ
り
当
面
現
行
予
算

を
維
持
し
て

い
ま
す
が
、
健
全
な
財
政

迎
営
内
閣
か
ら
も
今
金
地
区
内
使
用
料

金
は
、
本
年
度
改
訂
せ
ざ
る
を
得
な
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。

歳
出
で
は
、
人
件
費
や
徴
収
委
託
料

な
ど
総
務
質
に

一
千
四
十
六
万
九
千
同

維
持
管
理
費
に
六
百
十
二
万
二
千
円
、

水
道
改
良
工
事
政
に
二
百
四
十
八
万
円

償
還
金
利
子
に
一ニ
百
五
十
七
万
九
千
円

な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

。
自
給
肥
料
生
産
基
盤
の
聾
備
強
化
な

ど
酪
農
振
興
の
具
体
策
は
H
飼
料
作
物

生
産
振
興
の
奨
励
、
土
壌
改
良
事
業
の

笑
施
に
よ
り
推
肥
刷
産
を
奨
励
す
る
。

集
刊
誌
再
編
成
は
除
奇
策
上
で
も
重

要
で
あ
り
、
先
進
地
の
視
察
に
よ
り
計

画
推
進
し
た
い
。

。
模
範
牧
場
の
運
営
は
赤
字
だ
と
い
う

が
今
後
の
遭
営
費
補
助
は
H
総
組
二
千

七
百
万
円
の
助
成
契
約
は
五
十
三
年
度

で
終
了
す
る
が
、
以
後
新
し
い
角
度
で

検
討
善
処
し
た
い

。

〈
〉
水
田
基
盤
聾
の
推
進
は
H
各
種
補
助

事
業
向
助
成
措
世
に
対
L
町
政
上
世
助

成
を
考
え
賀
極
的
に
実
施
す
べ
き
で
あ

る
が
、
受
益
者
町
営
農
意
欲
も
換
起

L

( 3 ) 
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あは
ら本

健
全
財
政
を
堅
持

新
年
度
は
、

一
昨
年
内
石
油
危
機
が

及
ぼ
し
た
呉
焔
な
経
済
事
怖
を
背
景
に

地
方
自
治
体
は
財
政
的
に
誠
に
容
易
な

ら
な
い
時
期
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

固
で
は
、
物
価
の
鋲
紛
を
内
政
の
基

本
方
針
と
し
て
強
力
に
惟
進
し
て
お
り
、

本
年
後
半
に
は
や
や
回
復
法
制
と
主
っ

て
落
ち
清
い
た
状
況
に
主
る
見
通
し
と

を生活の安定めa::t 1可を幸せ

町政執行方針昭 和 50年度の

は
い
え
、
末
端
町
村
に
は
浸
透
し
が
た

〈
惑
い
彬
棚
習
の
み
が
農
村
を
お
お
い
、

住
民
の
日
常
生
活
を
脅
か
す
に
亙
っ
て

い
る
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
激
動
す

る
経
済
情
勢
は
.
町
村
財
政
運
営
に
も

重
大
な
支
障
を
及
ぼ
し
町
財
政
的
硬
直

化
が
県
念
さ
れ
て
い
る
現
在
で
す
が
、

木
町
は
幸
い
に
し
て
昭
和
凶
十
九
年
度

決
算
見
込
に
つ
い
て
も
県
字
で
あ
り
、

本
年
皮
に
お
い
て
も
A
u
m
的
、
適
正
な

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
着
手

体

育

施

設

の

整

備

幸
せ
を
お
め
る
た
め
の
混
占
施
策
の

第

一
は
.
体
育
施
設
の
強
備
で
あ
り
ま

す。
こ
の
こ
と
は
、
昭
和
四
士
一一
堂
H
少

年
会
館
建
設
の
際
‘
町
民
的
強
い
要
望

に
よ
り
早
期
に
体
育
館
を
建
設
す
る
と

い
う
約
束
も
あ
り
、
町
的
総
A
H
H
川
町
に

基
づ
い
て
本
年
度
よ
り
二
ヶ
年
継
続
事

業
と
し
て
、
旧
高
校
跡
地
に
フ
ァ
ミ
リ

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
よ
ー

と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
フ
ァ
ミ
リ
町
名
に
ふ
さ

わ
し
仁
官
少
年
、
社
会
人
、
家
庭
的

の
設
置
は
、
町
内
部
落
の
必
要
カ
所
を

調
査
し
、
そ
の
一
設
置
に
努
め
電
灯
料
的

助
成
も
昨
年
度
二
分
町
一

を
、
本
年
度

三
分
的
二
に
引
き
上
げ
ま
す
。

住
民
運
動
的
中
核
的
活
動
の
場
で
あ

る
生
活
館
、
福
祉
会
館
等
は
、
そ
の
設

世
条
件
が
異
な
る
も
基
本
的
に
は
部
落

の
白
玉
的
運
営
が
本
旨
で
あ
り
、
地
域

住
民
の
福
祉
活
動
に
資
す
る
の
で
、
そ

の
運
営
費
に
つ
い
て
も
配
胞
し
ま
し
た
。

日
進
部
落
会
館
は
、
本
年
度
必
ー
の
助

成
を
得
て
怨
イ
敵
す
る
よ
う
般
的
叶
内
努
力

を
い
た
す
考
え
で
す
。

町
道
内
務
備
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
旭
線
の
舗
装
‘
生
活
道
路
と
し
て
の

日
の
出
線
を
促
進
し
、
ィ
7

ヌ
エ
ル
線

内
凍
古
書
防
止
工
事
も
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
中
央
線
街
路
事
裁
は
、

第
四
年

次
を
迎
え
て
路
銀
改
良
工
事
を
本
格
的

に
行
い
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
路
線
的
神
丘

六
線
線
、
西
町
袋
線
内
道
路
改
良
事
業

を
直
営
で
実
施
し
ま
す
。

白
石
町
本
村
橋
は
本
ま
凪

か
ら
二
カ
年
計
画
で
旗
久
橋

化
す
る
こ
と
に
し
、

稲
初
防

拓

一
号
、
四
号
橋
も
新
設
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
永
久

橋
化
率
は
本
年
度
末
で
八
五

%
と
な
り
ま
す
。

道
が
主
体
と
な
る
白
石
農

免
農
道
整
備
事
業
、
田
代
開

拓
地
道
路
補
修
事
業
も
昨
年

に
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か

、
日
進
附
拓
地
飲
雑
用
水
地

管
理
に
よ
り
他
会
財
政
を
堅
持
す
る
こ

と
が
出
来
得
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
.

な
お
‘
本
年
度
は
、
任
期
満
了
に
伴

う
改
選
期
を
控
え
、
骨
格
予
算
内
編
成

を
常
識
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が

事
業
向
工
事
時
期
、
或
い
は
歳
入
財
源

嬰
請
の
時
期
等
の
緊
急
性
も
勘
案
し
継

続
事
業
を
級
幹
と
し
て
、
国
、
道
質
的

関
連
性
に
つ
い
て
も
見
通
し
を
得
た
も

の
e
乞
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度

の
社
会
情
勢
町
変
化
に
対
応
し
得
る
よ

う
予
備
費
に
財
源
を
留
保
し
、
弾
力
的

運
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
‘
今
後
円

財
政
巡
営
を

一
府
効
率
的
に
執
行
し
て

い
〈
所
存
で
す
。

主
婦
、
老
人
な
ど
町
民
ひ
と
し
〈
活
用

で
き
る
施
証
で
す
。
本
町
は
幸
い
ス
ポ

ー
ツ
に
対
す
る
関
心
も
深
'
¥
学
生
を

は
じ
め

一
般
町
民
も
ス
ポ
l

y
を
愛
好

し
、
毎
年
輝
か
し
い
成
来
を
挙
げ
て
い

る
こ
と
は
誠
に
ご
同
底
的
至
り
で
あ
り

ま
す
。
身
体
を
動
か
し
汗
を
流
す
こ
と

に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
の
解
消
と
も
な
り

明
日
へ
の
活
動
向
要
因
と
も
な
り
ま
す

の
で
、
各
自
が
日
常
生
活
町
中
に
ス
ポ

ー
ツ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

町
民
的
体
位
向
上
は
勿
論
、
健
康
管
理

の
た
め
、
リ
い
て
は
人
と
人
と
同
女
流

対
話
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
将
来
ま

す
ま
す
体
育
内
町
今
金
の
名
声
を
堅
持

す
る
よ
う
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

完
成
後
的
運
営
に
つ
い
て
は
十
分
協

議
し
万
全
を
期
す
考
え
で
す
。

設
補
修
事
業
が
新
た
に
着
工
採
択
と
な

っ
た
町
で
導
水
管
的
改
修
と
静
せ
滅

菌
地
設
等
円
盤
備
に
も
負
担
金
を
計
上

し
ま
し
た
。

排
水
路
備
は
、
私
が
就
任
以
来
力
を

そ
そ
い
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
財
政
的

制
約
も
あ
り
当
而
誠
急
を
要
す
る
商
工

団
地
周
辺
を
整
備
し
、
将
来
的
下
水
道

計
画
を
促
進
す
る
た
め
用
途
地
域
内
調

第
二
次
山
村
振
興

地
域
指
定
に
努
力

産

業

の

振

興

第
四
は
、
生
活
安
定
の
た
め
の
産
業

を
振
興
す
る
持
地
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
第
二
次
山
村
掘
興
事
業

第
二
次
農
業
柵
造
改
普
事
業
向
指
定
を

受
け
‘
健
康
で
文
化
的
な
生
活
環
境
的

確
保
を
図
り
、
各
種
事
業
の
推
進
に

一

層
努
力
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

水
稲
経
営
の
た
め
の
労
働
力
確
保
は

僅
め
て
困
難
な
現
状
な
の
で
、
水
稲
集

団
育
首
と
機
械
移
植
を
奨
励
し
省
力
化

歩
函
り
主
す
。
ま
た
、
復
元
閉
の
移
行

な
ど
も
考
え
農
業
労
務
者
内
需
給
調
艶

に
対
処
し
、
労
力
安
定
に
努
め
ま
す
。

畑
作
振
興
と
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

定
着
奨
励
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

花
石
地
区
内
向
能
率
生
産
団
地
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
育
成
助
長
を
図
り
ま
す
。

本
町
に
は
、
末
開
発
地
が
多
〈
残
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
か
ら
金
原
地
区
の

一

八
十
歳
以
上
の
年
寄

に
老
人
手
当
を
支
給

豊
か
な
福
祉
社
会

第
二
は
、
笠
か
な
福
祉
社
会
的
建
設

で
す
。老
人
的
幸
せ
を
高
め
る
た
め
の
特
別

義
雄
老
人
ホ

l
ム
豊
寿
園
は
、
本
年
五

月
開
園
し
ま
す
.
こ
れ
に
伴
っ
て
七
十

歳
以
上
向
老
人
伝
療
無
料
化
と
の
か
ね

合
い
か
ら
、
当
初
入
国
す
る
者
円
借
世

山
口
へ
所
得
に
応
じ
て
要
す
る
入
閣
料
)

(

を
本
年
度
は
無
料
と
し
、

三
カ
年
間
恒
皮

で
漸
減
と
い
う
町
の
負
担
洞
代
り
方
式

を
採
用
し
ま
す
。

ま
た
、
八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対

し
ま
し
て
は
、
例
年
記
念
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り
老
人
手

当
と
し
て
、
八
十
八
歳
以
上
は
年
制

一

万
二
千
円
、
八
十
歳
よ
り
八
十
七
歳
ま

で
は
年
額
六
千
円
を
支
給
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
老
人
、
心
身

障
害
者
の
た
め
の
福
祉
ベ
ル
の
設
置
、

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
の
派
遣
を
も
考
慮
い

た
し
ま
し
た
。

乳
幼
児
向
虫
歯
予
防
的
た
め
三
歳
未

満
児
を
対
象
に

フ
ァ
ソ
塗
布
を
実
施
し

相
当
の
効
巣
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
対
象
を
末
就
学
児
童
全
般
に

広
げ
る
よ
う
措
置
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定

に
対
し
て
は
‘

d
h引
医
療
無
料
化
に
よ

る
同
会
計
へ
の
波
及
分
、
日
新
聞
医
療
町

u 
ま
も
実
施
し
ま
す
.
 

• 
冬
期
間
の
除
雪
は
、
年
々
要
望
も
強

い
の
で
除
雪
機
械

一
台
を
購
入
し
、
特

に
船
内比
地
区
内
除
雪
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
委
託
路
線
的

m設
も
計
画
し
町
民

丹市宮
割以
に
こ
た
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

災
害
復
旧
事
業
は
、
初
回
川
左
右
岸

護
岸
工
事
を
は
じ
め
四
方
所
計
画
し
ま

し
た
。

郎
を
対
象
に
燥
地
造
成
計
画
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
受
益
者
の
問
な
も
待
た

の
で
、
本
年
度
よ
り
三
カ
年
計
闘
で
実

施
し
ま
す
。

酪
肢
の
振
興
は
‘
有
機
質
肥
料
内
地

用
に
よ
る
土
壌
改
良
主
一
品
質
を
飼
料
確

保
が
急
務
と
さ
れ
る
の
で
、
飼
料
作
物

生
産
振
興
対
策
事
業
を
町
内
十
四
集
団

に
取
り
入
れ
奨
励
助
成
し
ま
す
。
ま
た

土
酬
明
改
良
と
し
て
必
袈
な
般
度
的
正
を

町
単
独
補
助
に
よ
り
=
万
年
継
続
事
業

と
し
て
実
施
す
る
は
か
、
堆
肥
均
産
を

奨
励
し
尿
散
布
機
的
導
入
を
図
っ
て
地

力
的
培
援
を
推
進
し
ま
す
。

昨
年
、

今
金
町
家
畜
自
衛
防
疫
組
合

的
設
也
を
み
た
町
で
、
本
年
度
は
術
生

組
合
と
も
相
提
携
し
、
全
町
的
に
徹
底

し
た
防
疫
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
家
畜
伝
染
病
の
絶
無
を
期
す
る
考

え
で
す
。

農
村
苛
年
が
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土

を
築
〈
た
め
の
活
動
を
推
進
さ
せ
、
今

金
町
背
年
会
議
内
育
成
を
図
り
ま
す
。

次
に
林
業
飯
興
で
す
が
、
造
林
意
欲

実
施
、
保
他
日
開
活
動
到
な
ど
に
対
す
る

一
般
会
計
の
負
担
区
分
と
な
る
べ
き
額

を
繰
出
し
、
保
険
税
へ
の
ハ
ネ
返
り
を

防
止
す
る
よ
う
対
処
し
ま
し
た
。

へ
き
地
住
民
的
医
療
確
保
の
た
め
の

忠
者
輸
送
車
は
‘
耐
用
年
限
と
も
な
リ

忠
者
も
増
加
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
現

在
の
十
五
人
定
氏
の
も
の
を
二
+
九
人

定

μの
患
者
給
送
車
を
購
入
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

恵
ま
れ
な
い
団
体
で
あ
る
障
害
児
を

も
っ
鋭
の
会
、
母
子
会
に
対
す
る
助
成

を

m額
し
‘
障
害
児
保
育
に
つ
い
て
も

本
年
度
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福

祉
協
誠
会
的
活
動
を

一
層
強
化
促
進
す

る
た
め
、
専
任
賢
草
補
助
金
同
戸
電

上
し
、
更
に
福
祉
法
人
光
の
盆
学
園
、

盟
寿
図
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
建

設
資
金
的
償
還
金
相
当
額
を
交
付
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

季
節
移
動
労
働
者
と

C
て
町
外
に
出

稼
し
て
い
る
人
も
年
々
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
人
達
が
不
幸
に

し
て
災
害
に
あ
っ
た
場
合
の
共
済
制
度

の
保
険
料
の

一
部
を
助
成
し
労
働
者
の

不
安
を
解
消
す
る
よ
、
ヲ
惜
也
し
ま
し
た
。

( 4) 

中
央
線
街
路
事
業
は

五
十
三
年
度
で
完
成

住
み
よ
い
環
境

第
三
は
、
幸
せ
を
高
め
る
た
め
の
原

境
盤
備
で
あ
り
ま
す
。

明
る
い
町
づ
〈
り
町
た
め
町
防
犯
灯

--・a・

を
高
め
る
た
的

ιも
、
保
育
事
業
に
新

た
な
補
助
制
度
を
創
設
、
造
林
後
の
保

育
管
理
を
推
進
し
ま
す
。

畑
町
沢
林
道
は
、
本
年
度
で
Aa
寂
開

通

L.
濁
川
住
吉
川
棚
に

つ
い
て
む
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。

商
工
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
小

企
業
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
商

工
会
へ
円
補
助
を
増
傾
、
道
信
用
保
証

協
会
的
予
託
も
前
年
同
僚
出
世
し
ま
し

た
。
ま
た
、
中
小
企
反
従
業
員
向
福
祉

対
策
と
し
て
商
工
団
地
的
処
訴
を
級
助

L
・
住
宅
歪
玄
解
消
に
努
め
ま
す
。

観巾
T

開
発
は
、
本
町
内
特
色
を
生
か

し
将
来
的
展
望
に
立
っ
た
構
想
を
樹
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
町

の
立
地
条
件
に
過
し
た
工
場
内
誘
致
に

つ
い
て
も
、
そ
の
災
訓
告
図
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
民

間

ぉ

終
り
に
私
は
、
昭
和
四
十
六
年
町
民

内
幸
せ
と
町
政
発
展
に
徴
カ
キ
蕗
げ
る

決
意
を
し
て
以
来
、
町
民
と
町
対
話
、

諸
団
体
と
の
協
湖
、
諸
官
庁
と
の
緊
密

な
連
結
を
モ

y
ト
l
に
切
さ
ま
の
ご
協

を
頂
き
つ
つ
職
只
共
々
行
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
民
主一
行
政
的
基
本
は

H

町
民
が
町
政
に
何
を
望
み
何
を
期
待

す
る
か
e

を
的
確
迅
速
に
把
握
し
最
善

問
努
力
を
傾
注
い
た
す
こ
と
で
す
が
、

本
年
も
さ
ら
に
町
民
の
深
い
ニ
理
解
と

椛
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
明
る
〈
住
み

よ
い
町
づ
〈
り
と
町
民
的
福
祉
向
上
に

努
め
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

( 5) 



一

町
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
を
で
き
る
だ
け
満
た
す
た
め
.
事

業
の
呉
川
口
化
、
資
金
内
効
半
的
配
分
に
努
め
た
新
年
度
予
付
均

一
般
会
計
は
前
年
度
比
二
九
四
%
地
的
約
十
四
億
三
千
六
百

万
円
に
な
リ
ま
し
た
。
こ
の
主
か
で
、
事
業
主
ど
に
使
う
投
資

的
経
費
は
五
億
四
千
三
一
百
三
十
万
円
(
全
体
的
三
九
・
八
%
)

医
療
貨
な
ど
の
扶
助
品
目
八
千
二
宵
七
十
五
昂
問
(六
%
)
ま
た

消
費
的
経
貨
の
人
件
費
が
二
億
八
干
七
百
七
十
八
万
円

、4

一一

1
4
軍
高
ぶ
部
山
川
町
軍
軍
東
軍
事
官
墨

体
的
五
O
%
や
占
的
て
お
り
、
自
主一
財
源
問
町
税
は

一

r
一千

九
百
四
十
一
万
円
(
九
七
%
)
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
制
合
と
お
も
主
使
い
vヂ
乞
紹
介
し
ま

す。

23.300千円Ii6%) 

商工費 19，221了円
(1.306) 

災宮御'"慢 15.393 f-IIj 
(I.Iヲ6)
945 r.rl 
(0.1%1 

一般会計歳入歳出割合

イ士なーんは50年度
， 落葉林を伐採Lて種川市街と利別川が 1

0 一望される豊寿園は、 5月 1日開園を目 j
!ざして庭園づくりにおわれています。投資的経主5億4千万円一般会計

しミ住みよ

環境づくり

体育施設の整備と人づ〈り
一 一一一一一

経済基盤確立と産業の振興
一
豊かな福祉社会の建設

14，191万円

161万円

108万円

128万円

1，254万円

220万円

153万円

113万円

116万円

52万円

82万円

554万円

280万円

172万円

673万円

837万円

157万円

279万円

150万問

(6) 

1>7ァミリースポ ソセンター建設事業

じ〉今小特殊学級整備卒業

I>H，小学校窓改修卒業
b自動火災報知設備卒業

b理科、産業教育備品購入

b校合内外環境整備事業

b校舎、教員住宅屯気工事

b学校行事費交付金

b学力jilJ七対策協議会交付金

b桧山北町通学ノ〈ス負担

bスクーjレパス運行

b学校給食費

b要準安保後児童生徒就学援助

b学校保健業務

じ〉教材、図書、校具備品購入

b教只住宅建設卒業

b視聴覚ライブラリ ー備品購入卒業

b社会教育交付金

1>今金町背年会議事業補助

円

円

円

円

円
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円
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木稲集団育苗、機械移植栽培奨励補助

此部桧山総合かんばい行tilli 'I'i負担

Fスパラガス栽培奨励補助
民怪物生産団地育成事業

同私作物生産振興奨励補助

' 土壌改良事業

堆肥増産、尿散布機砂入事業補助

~L用雌牛集団放牧育成促進事業補助

日 illi高原模範牧場経'~\'負担

j家百i伝染病防疫対策事業

1白石地区牒免農道務制ii卒業
l農道、開拓道路調査事業

』団代開拓地道路補修事業負担

，回代開拓地水道管移設事業

日illi開拓地飲雑用水施設補修事業負鎚

畑町沢林道開設事業

湖川住吉線林道開設事業

J商工会事業補助

B観光開発事業

一一ー圃配

1，850万円

638万円

100万円

4，2797写

125万戸J

85万円

60万円

78万円

171万円

891万円

76万円

1，793万円

195万円

130万円

44万円

10571円

152方向

445万円

1.305万円

b社会初祉法人!長寿図建設liIi助

1>光町星学l却、盟奔図運営補助

[>~#，昼間入悶扶助資

b老人医療扶助費

b老人手当

b老人家庭奉仕業務

b敬老会、老人悩祉大会交付金

b老人クラブ運営費交付金

b 心身、身体即答者家庭奉仕業務

[>J草度.L、身防当者医療扶助費

b乳幼児医療扶>>}J'I'i 

b児童手当扶助費

b季節保育所轄備事業

b部落保育所五li営費交付金

bフッソ幽而塗布、乳幼児検診

bガン検診負担

bインフノレエンサーなど予防業務

b患者輸送車隣人事業

b国保会計卒業勘定へ繰出

6，166万同

1，597万円

2，462万円

918万円

2，400方向

153万円

910万円

2，734万戸1

4，611万円

324万円

300万円

197万円

400万円

1，271万円

3，9227;円

1，539万円

250万円

3，083万円

205方向

1，285万円

307万円

329万円

1，083万円

b中央線街路工j:>業

b旭線舗装'J:>業

b目的I.B線生活道路事業

b神J王6線線道路改良卒業

bイマヌエノレ線凍雪害防止。J>業

b西の↑行線道路改良事業

b除雪機械購入事業

b 除~fなとe町道維持管理

b中型柄、本村橋架換事業

b稲穂fm拓1号など補修事業
b旺l代線|坊雪さく設置事業

I>ff内工団地排水事業

b花主[生活改善センタ一昨i築事業

b水制'i何ポンプ自動車

b桧山広域消防組合負他

b初lI1川など災害復旧事業

b災込;資材倉庫新設事業

b北書1¥桧山i!Ii生センタ一組合J'lt且

じ〉都市計闘用途地域部i査卒業

b地籍B削'l'E卒業

b交過去ー全対策事業

b住民活動推進

b簡易水道会計へ繰出

( 7 ) 



豊かな人間形成に努力

教育行政の

執行方針

第

一
回
定
例
町
議
会
で
、
犬
上
教
育

MM

か』り
し半年
皮
の
教
行
行
政
執
行
方
針

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

W
向
円

以
近
に
お
け
る
担
会
経
慌
の
急
激
な

変
化
に
伴
い
的
報
口
出
や
生
活
環
境
、
生

活
白
川
な
ど
が
大
き
〈
変
化
し
て
い
〈

中
で
、
人
間
と
し
て
の
主
体
性
や
連
市

怯
の
欠
除
、
体
力
や
他
康
上
の
間
組
な

ど
教
科日
に
係
わ
る
多
く
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
で
人
間
尊
重

を
程
調
と
し
た
社
会
的
形
成
お
と
し
て

の
資
質
砂
義
‘3
た
め
に
は
、
川
ル
並
生
徒

υと
り

一
人
が
生
命
を
尊
び
、
自
然
や

社
会
に
対
す
る
正
し
い
い必
減
を
深
的
、

盟
か
な
仰山慨
を
は
州
?
と
と
も
に
、
身
体

を
鍛
え
広
い
視
野
に
立
っ
て
自
ら
の
手

で
未
米
を
切
り
開
い

て
い
く
力
を
育
て

る
教
育
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。

実
施
と
し
、
新
た
に
耳
鼻
咽
喉
科
的
検

そ
の
た
め
、
学
校
に
お
い
て
は
児
童
診
を
実
施
す
る
。
歯
科
検
診
も
継
続
し

生
徒
ひ
と
り
一
人
的
資
質
の
向
上
を
め
て
災
施
す
る
。

ざ
し
、
地
域
や
児
童
生
徒
の
実
態
及
び
マ
英
利
河
、
花
石
校
内
学
校
公
務
補
を

学
校
の
特
質
を
ふ
ま
え
た
問
和
と
統

一

通
年
制
に
切
替
え
学
校
環
境
昨
日
備
に
努

の
あ
る
教
育
諜
般
の
編
成
、
集
地
、
調
め
る
ほ
か
、
今
小
特
殊
教
育
的
言
結
限

価
改
普
多
過
じ
て
、
そ
の
充
実
を
図
り
、
宜
ロ
矯
正
機
器
も
務
備
L.
内
容
の
充
実

さ
ら
に
、
教
育
活
動
的
展
開
に
あ
た
り
に
努
め
る
。

ま
し
て
は
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
と
の

守
昭
和
凶
十
五
年
以
来
据
置
き
の
奨
学

連
携
を

一
層
緊
密
に
し
て
愛
情
と
信
頼
金
を
増
額
し
て
勉
学
の

一
助
と
す
る
。

を
基
鍛
と
し
た
人
間
関
係
に
立
っ
て
児
守
成
果
を
挙
げ
て
い
る
町
立
幼
般
国
に

窓
生
徒

υと
り

一
人
が
持
つ
可
能
性
の
専
任
副
長
を
配
置
し
、
さ
ら
に
教
育
内

伸
長
を
図
る
こ
と
が
犬
切
で
あ
ろ

1
と

容

と

運

営

の
充
実
を
図
る
。

考
、え
ま
す

。

〔

社
会
教
育
}

ま
た
、
教
師
向
専
門
性
李
河
め
る
研
マ
生
涯
教
育
の
観
占
に
立
っ
た
社
会
教

修
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
協
力
育
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

的
な
桁
持
休
制
的
確
立
や
学
沼
環
境
内
機
会
を
と
ら
え
、
利
用
し
、
ま
た
、
施

整
備
を
図
る
な
ど
児
童
生
徒
個
々
の
盟
設
の
充
実
を
図
り
明
る
い
社
会
づ
く
り

か
な
人
間
性
を
育
て
る
学
校
教
育
的
充

を

推

進

す

る

。

実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

マ

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業
の
実
施

{学
校
教
育
〕

に
よ
り

V
T
R
、
O
H
Pな
ど
の
活
用

マ
昭
和
五
十
年
度
よ
り
三
カ
年
訂
闘
で

と
例
せ
て
、
楽
し
い
学
級
活
動
の
た
め

小
半
校
の
机
、
精
子
及
び
特
別
教
室
内

向
レ
ク
リ
ー
ン
ョ
ン
用
具
を
活
用
し
、

料
品
備
、
改
普
を
図
る
。

婦
人
、
家
庭
、
背
年
学
級
の
活
発
化
を

マ
全
校
町
出
械
の
照
度
改
普
を
実

施

し

図

り

、

お
互
い
が
触
れ
合
う
機
会
を
よ

て
教
室
環
境
を
諮
備
す
る
。

り
多
〈
設
定
す
る
。

マ
冬
季
学
校
体
育
に
小
学
生
用
歩
〈
ス
マ
明
る
〈
盟
か
な
人
間
形
成
、
ス
ポ

キ
l
用
具
を
助
成
‘

ノ
ル
デ

Y
7
ス
キ

ン
町
田
市
化
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
階
層
に

の
普
及
と
体
力
づ
く
り
の
た
め
の
ス

i
h
ふ
さ
わ
し
い
設
備
、
器
具
が
整
備
さ
れ

キ
l
基
礎
技
術
的
普
及
を
図
る。

た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
川
を
建
股
す
る
。

マ
教
職
只
の
研
究
君
欲
に
こ
た
え
る
よ
こ
れ
に
よ
り
町
民
皆
ス
ポ
ツ
町
セ
ン

ー
研
修
費
を
地
頭
L
、
学
校
行
事
曲
目
に
タ
!
と
し
て
そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

つ
い
て
も
附
制
す
る
。

マ
ス
キ
ー
の
町
今
金
的
突
出
抗
を
め
ざ
し

マ
学
校
保
健
で
は
、
眼
科
検
診
は
隔
年
本
絡
的
な
ス
キ
l
場
の
開
発
を
進
め
る
。

子
ど
も
と
老
人
を
守
ろ
う

本
ま
以
内

竺

団
交
通
安
全
推
進
会

議
は
四
月

一
目
、
町
民
セ

ン
タ
ー

r聞

か
れ
、
町
長
か
ら
三
十
五
名
の
交
通
指

導
員
に
町
の
非
常
勤
職
只
と
し
て
の
委

嘱
状
そ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

(
写
真
)

ま
た
、
必
柿
山
科
長
か
ら
は
、
辺
町
交

通
事
政
死
全
国

一
返
上
に
伴
う
協
力
団

体
と
し
て
、
町
交
通
指
碍
只
会
、
組
川

婦
人
会
、
美
利
河
納
入
会
に
感
謝
状
と

副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

会
活
で
は
、

「子
供
と
老
人
を
悲
惨

な
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
1
L
を
本
年
皮

肉
重
占
目
標
に
定
的
、
@交
通
安
全
意

減
向
日
妨
@
町
民
総
参
加
に
よ
る
交
通

安
全
運
動
の
展
開
@
ス

ク
ー
ル

ゾ

ン

の
充
実
強
牝

6
交
通
環
境
肉
強
備
に
努

め
る
ー
な
ど
熱
心
に
協
議
し
、
本
年
度

も
交
通
事
欣
死
ゼ
ロ
を
延
民
、
千
日
を

達
成
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

北
倫
山
狩
祭
器
管
内
町
交
過
半
故
死

:指示華料緩税額
言語帽を帰結さ

山
火
事
は
、
先

代
か
ら
私
た
ち
が

永
々
と
育
て
あ
げ

た
武
重
な
森
林
資

源
を
、
ま
た
た
〈

聞
に
灰
に
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
多

年
に
わ
た
り
郷
土

緑
化
や
森
林
火
災

警
防
思
恕
の
普
及

指
導
な
ど
を
率
先

し
て
続
け
て
き
た

ゼ
ロ
の
記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。

交通事故ゼロの記録 (回 3末}

町 日リ 事故化Oの起山 死者oの日散

今金町 48.6・16ヵ、ら 653日

北桧山町 48・4・18から 7 1 3日

瀬 棚町 49・9・19カ、ら 1 9 3日

大 成 町 49・B・29カ、ら 2 1 5日

'V
産
米
改
良
最
優
秀
の

中
里
さ
ん
に
特
別
賞

町
産
米
改
良
推
進
委
民
会

(
河
端
盟

会
長
)
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
内
産
米

奨
励
品
極
上
位
笥
級
米
出
荷
優
良
者
と

石
神
幸
作
さ
ん

(日

進

写

真
)
と
白

石
森
林
愛
護
組
合

(組
合
長
石
川
正
さ

ん
)
が
、
と
く
に
、
国
有
林
野
山
火
事

笹
防
に
協
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

函
館
悩
林
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

。
山
火
事
が
お
き
や
す
い
季
節

こ
れ
か
ら
は
、

山
火
事
の
発
生
が
最

も
多
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
野
原

一
而

に
枯
草
が
広
が
っ
て
お
り
、
空
気
が
乾

燥
し
て
風
で
も
吹
く
と
た
き
火
や
タ
パ

コ
丹
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
で
山
火

事
に
な
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。

戦
没
者
等
の
特
別

弔
慰
金
の
請
求
を

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
的
諮
求
は
本
年
五
月
二
十
八
日
で

時
劾
と
な
り
、
こ
の
特
別
弔
慰
金
を
受

け
る
権
利
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
遺
族
の
方
は
受
給
も
れ
の
な
い
よ

う
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
弔
慰
金

(昭
和
四
十
七
年
改
正

法
分
)
を
受
給
で
き
る
人
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

ω
戦
没
者
向
死
亡
の
日
が
昭
和
十
六

年
十
二
月
八
日
以
降
で
あ
っ
て
、
戦
傷

病
者
戦
没
者
選
抜
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
裁
定
を
受
け
た
も
の
。

ω
昭
和
凶
十
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和

凶
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
問
に、

戦
没
者
に
係
る
遺
族
年
金
等
を
受
給
し

て
い
た
者
が
失
権

(死
亡
、
再
川
町
、
年

齢

(成
人
)
に
到
達
)
し
た
こ
と
に
よ

り
‘
昭
和
四
十
七
年
四
月

一
日
現
在
に

お
い

て
、
他
に
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ

る
泣
族
が
い
な
い
も
の
。

ω
受
給
権
的
あ
る
者

(戦
没
者
向
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
)
が
昭
和
四
十
七
年
四
月

一
日

に
生
存
し
て
い
る
ニ
と
。

(
同
日
以
降

死
亡
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
相
続
人

が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

)

ω
昭
和
四
十
七
年
崎
正
法
以
前
同
組

定
に
よ
り
、
受
給
怖
を
取
得
し
た
が
、

し
て
次
円
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
奨
励
品
秘

(ほ
う
り
?
ヲ
、

ユ
ウ
ナ
ミ
)
町
三
等
米
以
上
町
出
荷
率

的
高
か
っ
た
農
家
を
表
彰
す
る
も
の
で

こ
と
し
で
四
年
目
に
な
り
ま
す
が
‘
悶

代
の
中
里
幸
喜
さ
ん
は
コ
平
連
続
払
優

秀
賞
の
た
め
町
長
か
ら
特
別
貨
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

。
特
別
賞

中

墨

書

(田
代
)

〈
〉

A
級

(四
百

一
俵
以
上
出
荷
)

マ
級
優
秀
賞

中
里
幸
喜

(田
代
)

〈
〉

B
級

つ一
一百
一
俵
1
四
百
俵
出
荷
)

マ
優
良
質
河
回

一
之

(神
丘
)

〈
〉

C
級

(二
百

一
依
i
=
盲
俵
出
荷
)

マ
優
良
賞
河
田
汎

(神
丘
)
田
中

森
吉

(神
丘
)
桜
拘
利

一
(神
丘
)
河

田
消

(神
丘
)
守
勢
力
賞
宮
崎
利
夫

(回
代
)
伊
藤
隆
雄

(回
代
)

〈
〉

D
紐

(
百
一

依
1
二
百
依
出
荷
)

マ
優
良
賞
垣
本
隆
五
郎
(
白
石
)

垣
本
勝
弥

(白
石
)

森
林
は
、
木
材
の
供
給
、
生
活
用
水
、

産
業
用
水
な
ど
の
水
資
源
的
か
ん
獲
の

ほ
か
、

山
地
内
崩
壊
や
河
川
の
は
ん
ら

ん
の
防
止
、
防
風
、
防
雪
な
ど
か
ら
保

健
休
養
町
場
と
し
て
、
大
き
な
役
制
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
森
林
を
保
護
し
私
た
ち

が
住
み
よ
い
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に

も
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
く
注
意
す
る
こ

と
が
必
変
で
す
。
山
菜
取
り
、
魚
釣
り
、

レ
ク
リ
ェ
l
ン
ョ
ン
な
ど
で
入
林
す
る

場
合
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

時
効
に
よ
り
失
格
し
た
も
の
で
な
い
こ

》』。伺

同

一
の
戦
没
者
に
つ
い
て
.
す
で

に
特
別
弔
慰
金
円
支
給
を
受
け
て
い
る

も
の
が
い
な
い
こ
と
。

同
開

扱
秘
法
的
改
正
に
よ
り
、
昭
和
四

十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四

月

一
日
ま
で
の
聞
に
、
弔
慰
金
的
み
を

長
給
す
る
柿
利
を
取
得
し
た
も
の

(弔

慰
金
を
請
求
し
い
ま
だ
裁
定
を
受
け
て

い
主
い
も
の
を
含
む
。)
で
、
そ
の
者
ま

た
は
、
そ
の
者
と
同
順
位
向
遺
族
が
昭

和
四
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
生
存

し
て
い
る
こ
と
。

(同
日
以
降
死
亡
し

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
が
前
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
)

マ
受
給
円
満
求
は
、
印
鑑
持
参
向
上
役

場
福
祉
課
福
祉
係
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

( 8) 

簡
易
保
険
の

保
障
額
が
五
百
万
円
に

邸
政
省
で
は
、
四
月

一
日
か
ら
簡
易

生
命
保
険
的
加
入
全
日
制
を
現
行
の
最
高

三
百
万
円
か
ら
五
百
万
円
に
引
き
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
の
保
障
円
響
同

制
が
九
百
万
向
か
ら

一
千
五
百
万
問
ま

で
引
き
上
げ
ら
れ
、
大
担
保
障
と
保
障

内
容
の
充
実
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
貯
帯
性
の
強
い
保

険
の
疾
病
傷
害
特
約
制
度
は
簡
単
な
手

続
き
と
安
い
保
険
料
で
総
骨
間
保
障
を

提
供
す
る
保
険
と
し
て
、
み
な
さ
ん
に

大
変
好
評
で
す
。

みんなの川を

たいせつに

5 月 1 日 ~ 31 日

河川美化月間

ヲ農作業を安全に進めよ

b日'品同点検繋備を完全に

b休養を十分にとり、服装にも注意を

b特に子どもには安全配慮、を

( 9 ) 
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出
か
せ
ぎ
傷
害
保
険
に
加
入
を

自
己
負
担
金
は
掛
金
の
四

O
%

/ 

町
で
は
季
節
移
動

(出
か
せ
ぎ
)
労

働
者
が
、
就
労
先
で
死
傷
病
な
ど
の
事

故
に
遭
過
し
た
場
合
に
、
弔
慰
金
、
見

舞
金
町
支
給
を
受
け
る
共
済
制
度
(
傷

害
保
除
)
を
設
け
、
掛
け
金
町
一
部
を

助
成
し
て
、
出
か
せ
ぎ
労
働
者
と
そ
の

家
族
同
方
々
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
加
入
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

保
険
に
加
入
で
き
る
人
は
、

道
内
に

居
住
し
、
一
カ
月
以
よ
一
年
未
満
の
閥
、

居
住
地
を
離
れ
て
就
労
し
、
そ
の
あ
と

居
住
地
に
帰
る
方
で
、
季
節
移
動
労
働

者
手
張
を
所
持
し
て
い
る
人
で
す
。
自

宅
か
ら
通
勤
す
る
人
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
が
、
町
内
で
あ
っ
て
も
、
自
宅
以

外
的
場
所
に
寝
泊
り
し
て
就
労
す
る
人

は
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
金
は

五
十
万
円
以
上
三
百
万

円
ま
で
、
五
十
万
き
ざ
み
で
す
。

加
入
期
間
は
、

一
ヵ
月
以
上

一
年
以

内
で
、
就
労
予
定
肩
数
だ
け
任
官
に
加

入
で
き
ま
す
。

保
険
金
町
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
死
亡
保
険
金

被
害
向
日
か
ら

一
八

O
日
以
内
に
、
そ
の
傷
害
が
も
と
で
死

亡
し
た
と
き
、
保
険
金
的
全
額
が
支
給

マ
後

4
h害
保
険
金
被
害
同
日
か
ら

一
八
O
日
以
内
に
、
そ
の
傷
害
が
も
と

で
後
退
防
毒
が
生
じ
た
と
き
、
そ
の
程

度
に
応
じ
保
険
金
町
三
%
か
ら
一

0
0

%
ま
で
の
金
額
炉
支
給
さ
れ
ま
す
。

マ
医
療
保
険
金
医
師
丹
治
療
を
受
け

た
と
き
、
平
常
の
生
活
ま
た
は
業
務
が

で
き
る
ま
で
の
問
、
被
客
向
日
か
ら
一

八
O
日
を
限
度
と
し
て
‘
治
療
日
数
一

日
に
つ
き
保
険
金
町
千
分
の
一
内
全
額

掛
け
金
は
、

保
険
金
五
十
万
円
、
加

入
月
教
一

カ
月
で
二
八
O
円
、
加
入
月

数
六
カ
月
で
は
、
一
、
六
八
O
同
町
掛

金
に
な
り
ま
す
が
、
町
で
は
、
加
入
者

に
対
し
保
険
金
五
十
万
円
、
加
入
期
間

六
カ
月
を
限
度
と
し
て
、
掛
金
の
二
一
O

%
(
道
も
三
O
%
)
を
補
助
し
ま
す
の

で
、
自
己
負
担
は
四
O
%
(
六
七
二
円
)

で
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
商

工
観
光
認
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

最
低
賃
金
が
改
正
に

日
額
の
最
低
は
千
五
百
六
十
円

こ
の
た
び
、
下
記
の
と
お
り
最
低
賃

金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

使
用
者
向
方
帳
、
最
低
賃
金
の
適
用

を
受
け
る
労
働
者
に
対
し
て
、
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
a

北
海
道
最
低
資
金
は
、

産
業
別
政
低
賃
金
内
適
用
を
受
け
な
い

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

化
祭

種川婦人会のドンパン節に拍手

らせ

品
おし

文化展会場には、生け花、 書道、 手芸など約250が展示

表

発効 業 1!1 
Al 低賃金名

年月日 白 (円羽) 
脳時的間問当勿幽行

別 建 等
旬
t阿組〕 耳~:，~'Í'{内}

ヰと 海道 50. 3.10 1，560 195 

食料品製造業 50. 3. 1 1，870 234 ω@ 消手作鮒業、片に付よける涜そ浄の他、皮ニむれiら選に端別ιずる裳経又易i主な締業結務めにの主業と務しにて主従と事しすてる従者事する者 1，680 210 I 

級維産業 50. 3. 1 1.810 227 衣服 ・その他的雌雄副品創造業 1，680 210 

I 単乎級作業若にしよくはる業合務絞めめ補ヲ修らjのl'板業の務lにa断主、と銅し板て若従事しす<l:tる乾者燥機へのそヲ入又は 1，750 219 

木製材造木製業品 50. 3. 1 1，950 244 

官(み製機若造が憾業手きの2の、J制4業つi窃ま又tによは童主う潤書とじ25!製しこの誌造て梁業従務事で、を制す没陪tる!主者し)将岨立罵P業主刻附EfSLア製J造イ出業ス向ス{都木テ劉ッ}品タ2パのr塗ー製リ又造主ら業lま11 1，680 210 i 

家製具造後備品~ 50. 3. 1 1，9加 238 GにZ家よ具る糊付袋{け紺品の業製造務耐又はえ{抑時間制3中、炊l'事"若bのしで〈届は片入付れ後けのl年業未務iに錨の主者と@し自て動従事糊す付ける者機 1，680 210 

パ加工ル品プ製紙遣紙業 50. 3. 1 2，150 269 パルプ製造業‘紙製造業‘加工紙製造業又は大形紙袋割造業以外の業祖 1，750 219 

出問版問遺印産刷業 50. 3. 1 1，950 244 ffi 印消柑刷業又はに係片付る1け義務のの業技務能に主習得と中Lのて従bの業すで嵐る者入れ後6月未満の者 1，750 219 

n製~j品佐製造土石業 50. 3. 1 1，880 235 陶官製造業 1.700 213 

q務務手yに工iにE主具気主都をとと周品ししのて組従従て取行事立すすて金るる又ヲ者者八はJ1h@エk主の業務にて従卓、上事ねすにる者いての小ヲ型みち屯が動手き工作又且は業若盤に油よし る〈業は 1，750 219 I い 組と立して じ合おわせ、 の業
機品械等製金造属業製 50. 3. 1 2，0凹 250 

て

11 1ず腐る斡入劫れ後む業6務円未に満主のと者して@従事滑術す、る9お霊碑、片付け、 炊lJi-その他これらに準 1，6帥 210 

l 卸売業1ニ係る i1I~~}Jl.は片付けの業務に主として従lJCする者 1. 710 214 
例小Jゲ6売1>業 50. 3. 1 1，810 227 

11 '1、1j'~業 1，680 210 

IHtjÞ:!l1i硝~ 50. 3. 1 1，9凹 238 ①付自け動監車理銭備そのの他技能こ習れ得ら中に訓のずものる軽で易あなっ業て務腐入にれ主後と6し月て朱従泌事のするむ者の 喧湖f紛 片 1，700 213 

石炭鉱業 50. 2咽10 3，250 坑内作業のみ{含坑内組夫}

金属鉱業 50. 1.25 3，100 抗内作業のみ{含坑内組失)

覧定改金賃fg; 最

必
ず
受
け
よ
う

犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射

全
町
町
村
人
が
一
山
具
に
会
し
て
‘
自
ら
学
習
し
た
こ
と

や
財
人
学
級
な
ど
で
勉
強
し
た
こ
と
を
発
表
し
令
ぃ
、
お

互
い
の
親
睦
を
様
的
ょ
っ
!
と
、
昨
年
に
続
き
二
回
目
的

婦
人
文
化
祭
が
阿
婦
人
同
体
辿
給
協
議
会
の
主
似
で
三
月

二
十
日
か
ら
二
日
間
、
川
氏
セ
ン
タ
ー
と
青
少
年
会
館
を

フ
ル
に
利
用
し
て
盛
大
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
ミ
ユ
ス
ポ
ー

ツ
、
作
品
展
示
、
お
茶
司
さ
り
に
全
以
が
参
加
し
て
の
パ

ザ
!
と
会
食
会
が
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
。
出
芸
発
表
を
楽

し
み
な
が
ら
約
五
百
人
の
主
射
や
子
供
づ
れ
の
お
ば
あ
さ

ん
た
ち
が
、
春
の
一
日
を
和
や
か
に
過
ご
し
ま
L
Pも

(10) 

住①桓時間殉情肴とurdl棄事業喝のーー鮫労慣".所ii!労幽叫間よリ所定"幽時畑の煩いnJで いわ吻るパ 'タイマーかこれに鶴自"寸
@健維...およ."充実，売a括経低賃金m昔、 彼健拘得巾.，ので肩入れ後 1備事朱欄の符"焔外5れ...
③段低賃傘について"3ねにな ')f，ぃ1m.i量'.薗工観光W.iI'.tt.~毎週労働A域防賃金提 {電断。lllt~陵'"一 96 11 &1 ロお問い合せ下毒ぃ.

--圃ム

-国保被保険者証の更新は4月中

国(止の被保険者;m:は、 4月中に

a新しなければ使用できません。
新しい被保険者証は桃色て山す。

まだ取。}替えていない人は、至急

役場福祉課国似係に印鑑と 1[1保険

Z正をおfキちのうえ、手告企してくだ

さ"0
.新Lく電話をおっけになる方へ
みなさんのお宅で屯話をつけた

い方は、至急申し込みされますと

卑ゃく取りつけできるようもつか

取り運び中です。

(今金屯報電話局)

.自衛隊今金分駐所が移転J

役場2附に J>務所がありました
自j')I隊函館地万述給百11今金分駐所

が、駅前田中ビル2階(旧同友*.

命)に移転しました。

・山ではクマにご用心

ことしは春先から 7-7の呉市出
没が干忽されます。4FI 8日茶屋

川て"7-7による人身'Jo;.放が発生し
ました。川づ1)などで入山すると

きは家肢に必ず行き先を告げ、 .!.il

j虫11'動は毒色対さけましょ 7。

.運転免許の更新時講習会

逆転免s許証史新時措沼会が4月

24日午後1時から瀬棚公1¥:fifi、5
月27日午後 11時か句今金町民セン

ターで行なわれます。

免許証を更新された人は、必ず

号けましょ九

園北海道警察官採用試験(予定)

迫容では、本'1一皮肉 ~H;*rrf幻日
試験を次のょっに実施する千起てヨ

すので、応必者は今金笹祭Tr派tl¥
所へお問合せください。

0試験干定日 7月、10月の上旬

。採用予定 10月、 51年4月

0受験資格 18此以上-28政未i前
の羽子、学歴は不裂、高校卒桜

l互の学力を必要とします。

〕-l
 
〔



税の知識

確
定
申
告
の
ま
ち
が
い

昭
和
問
十
九
年
分
的
所
得
脱
の
雌
定

申
告
の
受
付
は
三
月
十
五
日
で
終
わ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
後
で
、
計
算
迷
い
な
ど
の
た
め

に
記
松
内
科
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
こ
と

に
れ
づ
い
た
山
は
あ
リ
ま
せ
ん
か
ω

ま

ち
が
っ
て
い
た
と
き
は
訂
正
す
る
二
と

が
で
き
ま
す
。

訂
正
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
お
知

句
せ
し
ま
す
。

マ
税
額
告
企
な
く
計
算
し
て
い
た
と
き

川
仰
や
税
制
的
汁
升
を
ま
ち
が
い
、

納
め
た
税
金
が
少
な
か

勺
た

り

泣

付

を
叉
け
る
悦
全
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
と
き
は

「修
正
巾
仏
」
を
し
て

4
し

い
会
制
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
円
か
ら
兇

川
的
地
知
が
あ
る
ま
で
は
い
つ
で
ら
で

き
ま
す
が
、
主
る
べ
く
川1
く
し
た
月
が

の
刊
で
す
。
つ
ま
り
、
税
務
判
的
訓
有

事
月
λ

け
た
後
で
修
医
申
h
u

を
し
た
と
主

は

税

制

的
七
%
の
過
少
申
皆
川
升
悦

カ
カ
か
リ
ま
す
が
、

什
分
で
主
ち
が
い

を
先
比
し
て
刷
州内
を
一
エ
け
る
仰
に
修
止

中川け
を
し
た
と
き
は
、
過
少
中
行
川
見

税
か
か
か
り
ま
せ
ん。

マ
税
額
を
多
〈
計
算
し
て
い
た
と
阜

所
付
や
川
悦
刊
仙
の
川
口
を
ま
ち
が

っ
た

た
的

悦

金

を
納
的
地
一
宏
、
て
い
た
り
、

迎
付
Jη
」吋
'λ

け
た
悦
合
が
少

4
い
-
}
と
が

わ
か

っ
た
と
き
は
、
主
し
い
税
制
に
な

お
す
よ

ヲ
に
寸
山
一H
の
泊
ド
L

を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

出

ι
花
町
市
ボ
が
で
き
る
則
川
は
、

巾

作
則
阪
か
ら
一
年
川
で
す
か
ら
、
昭
和

凶
十
九
年
分
的
刈
得
税
の
雌
広
巾
止
に

つ
い

て
は
昭
如
五

l
一
年
三
月
十
五

H
ま
で
で
す
。

川h
J
ι

の
め
ボ
を
す
る
と
、
枕
務
官
引
で

は
そ
の
内
谷
を
訓
べ
て
、
納
的
過
さ
円

相悦金
を
返

1
こ
と
に

4
っ
て
い
ま
す
。

マ
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

帥川

4
巾
刊
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
忘
れ
て
い
た
り
し
て
中
竹
を
し

て
い
主
か
っ
た
と
き
は
、
中
止
円
期
限
後

で
も
雌
4
4巾
m
n
を
す
る
}
」
と
が
で
き
ま

す
。
ご
め

「期
限
後
山市
杭
」
は
、
税
務

判
か
句
決
定
的
辿
知
が
あ
る
ま
て
は
、

い
つ
で

L
巾
告
す
る
ニ
と
が
で
き
ま
す

が
、
な
る
べ
く
早
く
し
た
む
か
右
利
で

す
υ

つ
ま
り
、
間
限
後
巾
台
を
し
主
い

で
税
務
円
か
ら
決
定
的
辿
加
を
受
け
る

と
、
税
制
町一

P
M
の
川
中
山
加
引
税

が
か
か
り
ま
す
が
、
山
川
市
を
叉
け
る
的

に
申
山
し
た
・
と
き
は
、
蛇
巾
止
円
加
算
税

は
杭
鋭
的
』
%
で
消
み
ま
す
。

i
酔

3

1

2

h
F
η
r
j下
、

+ιτ

、:
4
4
h
H

d

4

2

，E
s
d
N川
内
相

i
ノ

f
f
μ
A4

H
μ
川
己
し
て

h
リ
ま
す
。

-
光
の
里
学
園
生
に
理
長
奉
仕

迫

md什
門何
境品川
バ1
川
業
組
A
H
A
-
全
土
部

と
辺
見
ー
件
陥
刷
出
h

川
バ
'
川
淀
川
肌
九
日
午
金
尖

作
協
会
で
は
、
川
年
仁
川
か
り
い
町
川

一
回
、

光
町
叩
F

九
州
生
町
即
日弘
、
美
刊
を
本

H
し

て
4U
H

ば
れ
て
い
ま
す
と
も
に
休
H
を
利

川

L.
火
代
d
L
U
H

人
く
ら
い
ず
つ
泣
け一一

一

式
を
一
件
つ
て
の
山
ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
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-
農
業
後
継
者
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

肢
業
後
淋
者
に
花
嫁
、
花
術
さ
ん
を

と
昨
年
十
二
月
に
開
設
し
た
結
婚
相
談

所
で
は
、

三
月
ま
で
に
五
組
を
誕
生
さ

せ
ま
し
た
が
‘
川
月
三
H
北
恰
山
か
ら

附
さ
ん
を
迎
え
た
盟
問
の
市
川
ψ

犬
山
イ

さ
ん
の
析
し
い
カ

ソ
プ
ん
が
め
で
た
く

誕
生
、

大
勢
の
人
た
ち
か
片
山
悦
制
さ
れ

て
雌
大
に
M
眠
時
担
が
h
わ
れ
ま
し
た
o

af
j
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